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。
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史
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ぼ
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1
何

,0
ブ
ラ
ン
キ
は
、
ざ
乙
化
も
こ
の
問
題
を
別
段
に
取
救
：つ
■

る

な
.
い
;;

0
し

か

し

#

が

階

級

測
5

, »
^

_

取
'

靡

取

に

ま

尨

：：必
4

は

遽

か*
^

_

產

翁
; ^
^

て

め

嫌

测

表

拿

の

：竊

取

: ^

意
.
味
^

^

為

め̂

^

く
：
.;'
,
:
'
'貨

幣

の

：貸

與
^

依
；る

刹

息

の

«

^

^

在

る 

文
見
ネ
ベ
さ
で
あ
る
。
固
よ
-CN

ブ
ー
フ
シ
キ
は
ブ
ロ
レ
タ
リ
.

ヤ
な
石
語
を
使
用
し
^

最
初
の
入
で
は
な
い
o

し
か
し
明 

»

«

る
意
義
を
以
て
此
語
を
使
.
用
し
た
一
先
蹤
で
あ
る
、

。

而
も
彼
に
依
る
此
槪
念
の

_

識
は

'
未

&

、
：
^:

れ
'が
»
^
#
會
か
常
套
酿
ぐ
化
す
る
に
到
ら
ざ
ぅ
し
時
代
の
事

 ̂

屬

す
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即

ちT
A

n
l

u

年

：ノ
ォ
ト

v

f
ム
陰
謀
訟
訴

« ,
■

炎
判
廷

k
於S

て『

汝
の
職
業
は
如
何』

ど
の
裁
判
長
の 

訊
問
化
答
べ
て
、『

佘
の

« :
業
は
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
で
あ
る

.ど』

い
ひ
、『

ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
は
自
己
の
勞
働
で
生
活
し
、
而
し 

て
政
權
を
難
は
れV

 .

ゐ
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j

中
萬
の
フ
，ラ
ン
ス
人
の
職
業
で
あ
る』
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S
諷
刺
的
意
見
を
吐
露
し
て
ゐ
る
。
ブ
口 

レ
タ
リ
ャ
の
意
義
を
：社
會
學
的

.

分̂
析
し

*

;1
?,ォ
；；ダ
ッ

.
シ
ュ
タ
ィV

の
名
著『

現
代
フ
ラV

ス
社
會
主
義
及
共
產
主 

義』

の
出

版

は，1

八
；四
二
年
、『

へ.
1ゲ
；
ル

法

律

哲
.學
批
判
序
論』

k
於S

て

マ
ル
ク
ス
が
初
め

て

ブ

ロ

レ

タ

リ

ャ

の
 

歷
史
的
任
務
を
說
い
作
の
は
ニ
尺
四
兰
年
。
何
れ
も
ブ
ラ
シ
キ
i c
後
れ
る
事
十
有
餘
年
、
固
ょ
ぅ
彼
等
.の
研
究
に
對 

し
ブ
ー
フ
ン
ギ
の
粗
雜
未
薇
到
底
伺
日
め
談
で
は
な
い
が
、
し
か
し
ブ
ロ

レ

タ

ソ

ャ

な

る
«

^

に
重
要
性
を
_與
へ
た
彼 

が
先
陣
の
功

.は
逸
す
务
之
本
は
出
來
ぬ

。

«
後
^
、
ブ
ラ
ン
キ
は
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
の
解
放
を
說

&
乍
ら
、
こ
れ
を
彼 

等
自
身
の
歷
史
的
住
務
せ
考
-

な
が
，つ
た
。
こ
め
重
大
な
が
任
薇
を
落
魄
ブ
ル
ジ
ョ
ッ
ジ
ィ
に
與
へ
て
ゐ
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蓑
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ブ
ロ
へ
レ

.タ
ヌ
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は
無
知
公
单
賤

^
じ
セ
新
社
會

^
設
の
文
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的
任
務
^
到
底
堪
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得
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し
た
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。
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介
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又
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し
な
け
れ
ば
：な.ら
ぬ
'。_

會
的
變
革
並̂

1£
-
義
に
基
^
^
^
 

產
_

の
分
酿
鉍
惹
敏
ル
得
ー
る
も
の
は
唯
、遍

叙

潜

勝

革

ぁ
'る
.の
€

贫
ぁ
も』

气

r 

:
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•

:

此
.
意

味

》
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_

て
11
:
-

會

變

革

は

何

ょ

，々

も
：先
.

_

治
、的變
革
を
前
提

M
%
な
£n0
前
者
ば
後
者
無:

し
セ
存
在
じ
能
樣
ぬ
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治
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權
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狀
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處
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革
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闘
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ロ
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タ
リ
ヤ
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裁
說
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一̂

:
^
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^
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:
.に

議

*
義

蕭

め

翁

：：1

_
步

證

權

穩

_

€
ネ

_
1
1
1
チ

れ
_

於
* :
« '
ョ#

#

國
家
權
力
を
略
取
し
てブ
ロ
，

レ
タ
リ
ヤ
.の
手
中
に
&'

め

る

こ

ど

で

な

'
く

て

は

な

&-
ぬ

.，
っ

 

'か

く

‘
レ

七

摘

沙

で

鹿

兮

哑

會
 

吵
經
濟
的
获
礎-?
:
«'

滅
し
で
新
祉
會
雄
設
の
域
に
.這
入
-る

ミ
ど
.が
出
來
.る
ぞ
い
ふ
事
，で
あ
る
。
鼓
^

階
級
圃
部
は̂
 

然
幽
潜
的
，鬪
爭
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬQ
含
#
於
あ

る
.0

ブ
• 

口”
レ̂

あ
.

^

^放
^

物
翁
敗
倏
,

1;
:
4
,̂:
:

«

ゲ
跃
瞥
の
#

| 

縣
的
創
造
力
の > 
信
仰
、.：社
#

進
化
に
對
す
る
政
治
的
進
化
の
優
越
性
の
確
信
—

要
す
る
化
社
會
進
化
に
於
け
る
革 

命
的
意
縣
の)

强
猶
、
'乙
^

が
雨
ズ
女
き̂

#

に
於
’
■

を
^

同
_

&

ブ̂
^̂
^

異
彩
を
放
て
る
特
徵
で
あ
る
。

、

此
の
點
R

於
い
て
フ
f

,

'
デ
^

.I.;.

切
.の
政
治
的
行
動
、
就

中一

切
の
革
命
的
行
動
を
排
斥
す
る
ナ
ン
•
シ
モ
ン
及 

び
フ
!>

リ
エ
W

M

別
せ
ら
れ
：文'政
#

时
審
翁
'̂

麻
會
的
革
命
?(
:

從
屬
せ
し
む
る
ブ
ダ
ウ
ド
ン
ヒ
趣
を
殊
に
す
る
。
又 

火
ィ
，
ブ
-
i

迄

も

根

本

费

異

る

。

火
ィ

V
V

ラ
シ
に
依
れ
ば
、:
政
治
的
改
革
な
しk

は
、
社
會
的
改
革
は
な
い
。 

後
者
が
目
的
、
浦
.眷
_

承
段
で
あ
る
0

1'

見
ブ
ラ
ン
キ
k

類
似
す
る
。
し
か
し
ル
ィ•
ブ
ラ
ン
の
是
！
§
す
る
政
治
革 

命
ど
也
純
乎
た
る"

形
式
丈
の
も
の
に
ず
ぎ
ぬ
。
何

^
な
れ
ば
そ
れ
は
國
家
機
關
を
ば
依
然
ど
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ 

ィ
の
手
に
存
:#

せ
ん
^
す

:-
5
も
.の
だ
か
ら
.で
あ
る
0(

2)

一
及
七
％
年
ナ
ー
月
末

:'
0
广
書
簡
の
中
で
ブ
ラ
：

X

キ
は
此
間
題

^
言
及
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
，

Q

る
、

『

社
會
問
題
は
：、
政
治
問
題
.の
最
も
斷
乎
た
る
且
づ
最
も

?1
定
的
な
る
解
決
の
後
、
...初
め
て
眞
面
目
に
論
«
せ
ら 

れ
且

0
食
際
化
移
さ
れ
る

^
あ

&

5

:

?乙
れ

^
.異

つ

. ^
行
動
を
す
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之
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尋
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^
反
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を
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<
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あ
る
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滅
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拍
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先
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.
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ら
ぅ
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:
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塗
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.
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狀
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V

ブ
ゥ
ス
の
敎
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チ
の
煺
物
で
あ
る
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に

獨

裁

觀

念

を

敎

：へ
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實
際
的
原
因
ば
、ヾ

先
づ
フ
ラ：

ン
メ
革
命
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記
憶
で
あ
を
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、大
革
命
の
®

々
の
寺
期
を
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じ
.て
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民
の
統
一

■

現

し

革

命

的

活
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靈
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に
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獨
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史
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憶
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あ
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革
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な
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以
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あ
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^
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で
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ズ
大
革
命
に
次

^
で
、
彼
自
ら
參
加
し
た
韋
命
就

^
:
1
:
八
：四
成
準

.の
革
命
ば

.彼
^
頗
6 :
貴
車
な
'る

經

驗

を

.

入

與

へ
た
も
の
で
あ

づ
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。
Z

れ
は
彼
の

獨
散
麗
慶
吻
腺
因
ど

い

ふ
ょ

.

o

も
寧

ろ

魄

k

M

抱

^

&

箪

命

妳

敗

裁

の

.
重
要
性
を
如
實
に.痛

感

せ

じ

め

た

本

の

で

あ

：ら

ぅ

。
、
何

故

ど

：

S

ふ
に
獨
裁
觀
念
：は-
:

八

：三

：
六

年

以

來

旣

K

彼
0

抱
^

，せ
る
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ラ
シ
キ
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自

^

ミ

れ

を

語

る

、
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A
四
八
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に
於
け
る
：普

殖

選擧
め

阜
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請

求

ば

以
#
新
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ロ
令
の
た
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僧
侶
？
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僚
及
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族
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喰
物

^
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'
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て

^
た
。
か
、
る
隸
屬
的
國
民
^
投
禀
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翦
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.す
る

^
ミ
は
彼
等
の
主
人
の
！̂
禀
を
：要

求

す
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!

^
均
じ
が

0
た
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實
な
る

.共
和
主
義
者
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何
等
ゆ
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總
な
く
、
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論
^
依
て
ク
良
心
の
充
分
な
る

»
放
を
：遂

.げ
得
る
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總
選
擧
の
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期
食
要
求
し
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四
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忘
れ
セ
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#
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»
は
完
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報
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.つ
た
>
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:
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里
獨
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承
：ス
及

'歷
&

は
1
举
世
紀
を
節
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し
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又
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又 

ァ

：鄭
> <
相

の
.心

靡

戏

も

あ0 :
#

0

;

^

:

第
_
ニ

屮

芄

欷
o-
l

i

l

s

D':
.
ブ
ラ
シ
ギ
か
階
紙
圈
取
說
气
フ
ロ
レ
タ
ネ
ヤ
橄
離
齡

.

'

.

.

'■
欺
.

I!

號

'
'

!

o

七

I
1
1
1
1
I
1

!

I

I
»
1



筋
ニ
十
五

.觀

逆

i
i

;
a

,
デ
乂
チ
吵
勝
故
» 1
§
#

^7 *
-

£
久̂
リ
ヤ
撕

_
| «
;
::.
■

敗
IS ;
ニ 

b
八

パ
辑
龙
都

#

で
♦

幾
多
耽
紮

_
騷
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獻
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擧
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努

命
家
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:パ
义
把
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カ
ザ
酋
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爾
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»
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央
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^
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允
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す
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又
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す
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岭
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で
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な
ぐ
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ば
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ば
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敵
ど
し
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へ
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つ
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で
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九
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里
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け
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權
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.
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：：̂
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ィ
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な

こ
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を

甞
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ぬ

る

^

フ

ラ
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で
、パ
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方
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，へ
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達

僕
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兩
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へ
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程

®
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あ
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寒
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よ
れ
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V
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フ
タ
シ
ギ
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獨
裁
觀
念
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味
^
於
け
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^
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タ
ッ
ャ
獨
裁
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^
れ
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f

ャ
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革
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述
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益

看
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ャ
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れ
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あ
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又
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ォ
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双
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裁
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一
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；
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：
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；
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ブ
ロ
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タ
ソ
ャ
獨
裁
政
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先

诀

問

題

は

：ブ
ダ
ジ
ョ「

ア

ジ

ィ

：
ビ

：
の

永

久

的

絕

緣

で

. ^
け

.れ

ば

な

ら̂

ま

し

、
從

來
 

革

命

失

敗.の

通

因

は

、
：
ブ

口
レ
す
ャ

が

、'政

權

粑

握

直

後
"
舊

來

、
の
：
偶

像

'崇
拜
及
び
事
大
思
想

k

幻
惑
せ
ら
れ
て
、 

舊
權
カ
者
、
ブ

»

ョ
ッ
民
魁
を
信
賴
し
て
、
彼
等
に
政
權

.：へ
の

'參
加
並
妃
其
行
使
を
許
せ
し
た
：め
に
、
一
度
戰
ひ
で 

ら
れ
し
權
カ

.が
彼
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め
た
衫
肋
用
せ
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&

れ
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遂

^

ブ
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で
あ
- 5

' 0
そ
れ
故
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ブ
ロ
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リ
ヤ
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命
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の
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步
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彼
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讲
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V
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ジ
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^

陷
ら
ざ 

• S
や
ぅ
極
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す
る
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營
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。
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^
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熟
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れ
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參
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：
礁

；
は

；
如

；
何

な

;-
5
も
の
で
あ
る
か
。
昨

1
=
:の
苯
命
が
打
碎
か
权
た

_

礁
即
ち
護
民
官
^
戀
裝 

せ
•る
フ
ル
ジ
ョ
ッ

>

イ
の
嘆
ず
ベ

&
:入
：望
己
れ
で
あ
る
。

ル
ド
リ
ユ
こ
オ
ラ
ン
、.
ル
ィ

•
ブ
ー
フ
ン
、

.ク
1 >
ミユ
、ラ̂

チ
 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

V
V
-
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 ̂

ル
、
、
‘フ
ロ 

• 

n
.

ン
、
ア
\
バ
エ

.V
、

ア
ラ
コ
、
マ
ラ
ア

^
ト
。
不
吉
^
名
筂

^

0
ミ
れ
が
革
命
女
殺
じ
极
假
政
府
で

«

る
。

-
.切
め
木
幸
：0

^

R

落
つ
可

&

で
あ
るo

皮
動
は
隊
デ
モ
ク
ラ
、ゾ
ィ
: ^
殺
戮
す
る
«:
;

*

た

け

したo  

:

:不
幸
？:

る
政
府
ょ
。
彼
は
.
.、ノ
 

y

の
勞
働
者
を
迫
害
し
た‘
。ン
四
月
十
五
旧
に.は
ッ
韦
オ)

，ジk
0

勞
働
者
?:

投
獄
し
.た
。
一

1

十
七
日
^

ば
.ル
ゥ
ァ
ン
の
勞 

働
者
を
射
殺
し
た
。#

は
彼
等
の
死
刑
執
行
人
を
悉
く
、釋
敗
し
、
總
て
の
眞
摯
な
る

#

和
主
義
者
を
嘲
弄
し
、
追
窮 

し
た
。
a

切

: ^
^
p
«

切
.
6
だ
。
殆
ん
r

苯
命
を
破
壊

^

#
總
ゆ
る
災
害
の
恐
る
可
&
負
擔^ *
彼
.の
み
負
ふ
可
さ̂

。

ら
:̂
( /

.;
-

6

^

^

«
奪
修

^
不
幸
ぞ
。
そ
れ

&

»
び
- «

;#
:

,:
?
:窬
餅
- ^

#

せ
し
む
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

' 

:
勞
働
请
は
絕
：办
ず

”

»
は
れ
た
る
人
々

:'
0
'此
名
雜
を
靡
咖
:&
離

し

て

は
: ^
ら
ぬ

0
苦
し

.そ
•の
一
人
で
も
、
暴
動
の 

爽
め
せ
注
れ
た
政

.府
れ
現
社

*

. ^
在

&
ば

、
；
：
異

ロ

同

音
^
裏
切

<
:
叫̂
ば
ね
忒
な
ら
似

。
\1 :

'

•
 
_

傭
ク
；

：

說

敎

、.'
'
'
:
;綱

領

淑

，
«

;〗

手

品

：名
欺
瞞̂

す
含
本
い
：：
1°
:

同
'|
;

手

品

邮

が

同11
:

宇
.
品
：で

同
.1
:

演

技

を

や

る

た

め；^
 

再

S
.

來

农

は

す
-S
'

な
：；

^

#

售

は

も

;々̂

恐
^

^

皮
»

の

渐
ル

ヤ

鑛

幻

第

上

為
^
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#
等
が
今
後

W

び
現
は
れ
樣

S
す
る
な
ら
ば
，
趣
筹
を

»

へ
。
被
部

l

a

k復
が
、

^
愚
な
各
連
中

k
非
雛

ビ
憐 

憫
あ
れ
。

.
一

>1

月
^
手
品
鄭
女
市
廳
ょ

^v

永
久
に

®
藤
す
る
丈
：で
媒
充
分
贫
は
な
い
。
：

：

看
し
々
裏
切
诸
を
警
戒
す
ベ
さ

で
あ
る』

^

。(

29〕

ん
页

^
ズ

ダ
ジ

.ョr

.ジ

ィ

：
の

歲

駿

解

除

^

ブ

『

オ
〒
ぞ
タ
戈

'ャ
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：楣

0
J b

k
.昇
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^

M
#
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組
織

%

行
«
答
る
爲
政
者
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切
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で
あ
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:
“
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解
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ズ

f
 ィ
ー
の
芋

^
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. 

:
,
'
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r
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:
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:
,
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.武
裝
ぜ
組
織

t

こ
れ
進
步
の
決
宠
的
要
素
で
池

4
、"
藤
迫
、；
不
幸
^
*
別
す
る
重
太
攻
る
手
殴
で
あ
る

.

.

特
つ

s

, e
)
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-
ン
を

4
持

0
:
:1°
人

は

；
小

銃
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仗

勞

働
S

充

盔
.

た
I

シ
V

ス
、ブ

沈

そ
£
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塵
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。
：：
：
：武

裝

せ

る

ブ
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レ
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ソ
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前

R
於
い
てr

妨

害

葛

抗

、
不
可
能—

「

切
の
ネ
の
は
姿
を
消
す
で
あ
ら
ぅ
氣)

■ '
引
用
は
稍
冗
長
の
感
が
あ
る
が
此
れ
を
：注
意
し
I

む
者
は
必
'ず

や|

八
五
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:
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.

い
：：

2

産

r
ニ
十
五
卷c  
ニ
三
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レ
タ
リ
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獨
裁
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卷
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四
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.

ブ

ラ

ン
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キ
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階

級
_

#

說

2
プ
ロ
レ
タ
リ
ャ
獨
裁
說
：

.

:

第

u

號

ニ

二

.
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.
 

• 

.

主
義
同
盟

^

對
す
る
：中
炎
役
員
會
の
布
吿
を
想
起
す
名
で
*
ら
ぅ

';
0
:
‘
慮

_

兩

者

の

見

解

は

其

- *
本
^
於
て
符
合
せ
る 

觀
が
あ
る
。

'マ

ル

ク

：ネ

ネ

亦

；

1

A

受
け
た
。;'

:;ダ
ラ 

>
キ
ど
同
じ
く

.マ

.

\

>ネ

ネ

亦

革

命
. «
激

狀

淤

妒

: ^
:
;
:
勞

_

階

級

纪

差

向

け

ら

れ

た

舊

市

民

軍

の

苒
 

編
成
祀
對
峙
す
べ

i

プ

レ

タ

■

知
武
裝
を
說

&

’
ロ

.レ
'タ
.々

オ

::
0
組

織

' 5
:
要
求
し

.栽
ー
唯
一
つ
マ

グ
ク
ス
は 

ブ
-フ
シ
キ

e
異
な
る
：0
:即
玉
そ
れ
は

、.  

一■

夕
： .

ス
，が
ゲ
: T
r:

レ：

リ
ャ
は
小
市
民
的
民
注
生
義
^
政
權
略
取
そ
妨
ぐ
る 

事
が
出
來
な

¥ 

S
:

ビ
考
：：へ

^
事
で
あ
る
。

';
.
'
'
又
：マ

^
^

'
U

月
革
命 

>の
際
、
；.：；ブ)

：ラ

^
キ

.の
戰
術
は
革
命
啲
動
カ
:5
:
維

持

す

る

に

在
:<
>
た

广

而
 

は

唯

允' ^
、

石

ブ

ラ

シ

キ

ー

の

輿

解

^

正

當

な

々

し.事
5 :
ょ

::
<
.證

明

し

龙

に

、
過

_

な

か

つ̂

,

'
.
:
:
:
ン

ぐ

 

.

ッ
：
ブ
ラ
ン
キ
は
革
命
を
ま
ち

^
民
主
的
制
度

.の
實
現
ゼ
見
ず
、
：依
然
階
級
鬪
爭
の
連
續
ど
認
む
る

.も
の
ヤ
あ
る

。

«
 

て
普
通
選
擧
の
费
成
者
北

^

フ
ラ
ソ
キ
か
、

.革
命
：直
後
に
於
け
る
耆
通
選
擧
の
即
行
狀
反
對
す
る
の
は

乙
れ
‘か

S

 

で
あ
る
。
蓋
し
革
命
直
後
に
於
け
る
依
然
た
る
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
の
無
知
隸
屬
、腐
敗
欺
瞞
を
鑑
る
時
、
か

、
る
狀
態
の 

下
に
灘
卑
く
性
急

^
普
贩
選
擧
を
施
行
す
る
乙

^
は
眞
に
民
意
を
問
ふ
所
以
で
は
な
く
、
却
て
反
動
勢
ヵ
^
擦
頭
の 

好
餌
を
輿

^
る
事

^
な
る
。
：無
知
な
る
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
を
背
景
ゼ
す
る
普
通
選
擧
は
其
活
用
で
は
な
く
却
て
其
濫
用 

で
あ
，る

^
普
通
選
擧
な
る
兩
见
の
武
器
は
性
急
に
是
を
使
用
す
る
人
々
を
却
て
：傷
け
る
。
32

ソ
吾
等
は
宜
し
く
乙
れ 

化

關

す

る

世

人

の

幼

雅

在

.
る

迷

妄

を

警

戒

す

べ

，
さ

で

あ

.
る

0
,

.
ブ
：ラ
.

^

た
o
, 

V

ラ
：
ン

キ

を

し

て

：
か

八

.る

.信
念
を
.强
か
ち
し

め

-t
e

も
の

.
は

彼

自

身

の

.
語

る

如

X
 

四
八
年
の

-
月
革
命
の
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驗

：で

あ.：
つ

ち
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、
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、
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ラ

ン
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へ

ら

ぐ
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へ
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に
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；
『

I

八
四
八
年
に

.於
冷
普
通
選
擧
の
早
急

.

の
： .

請
求
は
念
の
入
っ
た
裏
切
办
で
あ
っ
た
。
地
方
は
、
ブ
タ
メ
エ
，
十
八 

日
以
來
新
聞
の
絨

.ロ
令
：の
た
あ
僧
侶
官
僚
及
び
貴
族
の
餌
食

ビ
亦
っ
て
ぬ

K
。
か
ゝ
る
s t
J B
的
國
民
の
投
禀
を
要
求 

す
る

t

ミ
は
彼
等
の
支
配
者
の
投
票
5 :
荽

求

す
::
-
5に
等
し
か
っ
艽
。：：誠
實
攻
る
共
和
主
義
者
は
：何
等
の
東
縳
な
く

#
 

論
に
侬
て
良
心
の
充
分
な
る
懈
放
を
遂
げ
得
る
ま
で
總
擁
擧
の
延
期
金
要
求
し
允

0
之

の

：事

は

，
ー

年

後

め

敗

北

€

同 

樣
^
そ

の

直

次

：
の

«
利

- 5
:
確
信
し
て
ぬ
た
：反
動
代
ミ
っ
：：て
は
太
恐
憐
で
あ
づ
た
？
假
政
府

.は
：誠
實
な
る

^
 

が
激
怒
を
以
て
忍
ん

^
來
宄
共
匍
國
を
ノ
成
心
あ

^
て
反
動
奶
引

^

し
宄

？

'
.
.
:
:
 ̂

ン 

;

革
命
の
翌
朝

”
：投
禀
妃
依
賴
す
る

«

は
唯
、

..同
樣

^
有
罪
な
る

4
1
:個

：
の

目

的

丨

即

ち

强

迫

^

る
が
、
若
く
は
君
虫
政
治
を
復
活
す
る
か
一

-
を
追
求
す
る
：事

^
す

f

ぬ

。
：
，：：
入

，
次

は

此

倉

葉

は

少

數

黨

及

び

：暴

力

論
 

若
の
見
解
で
あ
る

I

E
ふ
で
：あ
ら
ぅ
ォ
嵌

>.:':恐
怖

^
«
迫

^
依
て
獲
得
：马
れ
務
多
數
は

‘決

し

：
求

市

民

：：の

多

數

で

は

欢
 

く
奴
隸
の
鮮
で
あ
る
;°
:そ
れ
：は

.七

：十

年

を

通

じ

て

'-
-

唯
：.

1
方
の
言
分
丈
け

&
七
十
年
を

.通
じ
て
？
反
對
侧
の
言
を
傾
聽

t

ベ
含
で
あ
: ^
ぅ

。
：
：
，
敗

筆

は

1;:共
^
自
己
を
絲
議
す
5 :
事
が
出
來
攻
か 

つ
■た
_の
で
今
後
は
：代

'る
代
る
自

©
%
辯
護
ず
る
で
あ
ち
ぅ

0::::や
；-
彳 

'
1
A
四
八
年
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、̂
共

和

主

義

者

は

五

十

年
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迫

害

を

忘

れ

：
て

、
：
彼

：等

の

：敏

化

索

全

：
な 

は

雜

嚴̂

し

セ

達

，
的

の

時

_

で

あ

ク? ?
。
べ
此.時

湖

：
は

最

早

再

び

歸

'
^
$
^

第
.二
十
五'卷

ヒ
o
l
s 

V

ブ
ー
ス
ン
，キ
C D
階

級

就

^
プ

■ロ
ゲ
レ
タ
ゥ

.ャ
：
獨
裁
魅
ぃ

 

第
U
S
' 

ー
！
；
舌



.第」

--
*
十
五̂

.
'.
,(

；u
;
w
!
l

)

..

.

.ブ

.

.ラ
シ
キ”の

龄

級

翻.t
p
w
;テ
a々
vレハタ：：； sv.

ヤ
獨
载
說
.
：

 

、笫3
號 

'一

.一

.

.

四
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凉
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害
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^

:r c
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魁
筆
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^
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模

範

髮

想

翁

卷

の

報

酬

味

偾

芡

あ
^
释
か
ぴ
鏖

_

^
あ
り
允
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:
:
.

'■
:
.■

マ】
八
闻
八

#
:の

，
巴

星

：
獨

裁

の

ニ

；
車

；
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?
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歷

輿

の̂
f e

_

)

»

終

產

近
0

四
.半

世
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節

約

じ

た.事
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あ

ら

ぅ

。

今

後

も
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1

^
れ〗

^

^
年

必

：要_

あ
0
;て

^ '
■
,'
-
.人

々
^ '

^
れ

^

-w
:

_
す

'ベ

さ

で
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い』

^
。

<
3 3〕

.
:
,タ

ラ

シ'キ
0
晚

年

の

，著

作

に

は

普

通

選

«

紀

有

利

な̂

:

實
を
以
^

彼
が
普
'?
_

擧
の
價
値̂

無
條
件
的
;̂

推
賞
す
名
者
：で̂

ふ
：̂
ず
多
^

ら
ば
け
^

れ
ぼ
®:

あ

/-
5

: ^
ー
い
：

.ぷ

可

為̂

:あ

ら
.ぅ
^

i
の

間

題^ '
■
對

^

る
1

ス

シ
: %
の
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牟

な

理

論

反

永

年

、
の

實

驗

ば

毫
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推
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-

を

許
^

ぬ
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で

あ.
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會
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利

直

後
^
於
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夢
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ざ
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所

^
あ

め
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熱
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泌
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令
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日
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民

意
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の

表

現
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资
あ
名
。
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0
ダ
オ

^

ョ
交
ジ

^
ぼ
自
曲

_
義
の
假
商
を
裝
、.ふ
屯

^

慧
,
レ

^

必
死
に

.防
衞
す
名
ヤ
あ
も
ぅ

0
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：、
石
事

_

に
.際
,
^
紊

^
妃
普
通

.選
擧
'の
美
名

^

_
惑
§
れ
必
事
は
弭
起
の
機
會 

を
窺
べ
る
プ
！
ジ

^
タ

^

ィ
^
好
個
め
武
器
を
授
け
讀
革
命
を
疋
道
は
觀
か
ず
讀
雜
^
^
半
途
攸
也
屯
瓦
解
せ
し
む 

芯
所
似
诗
あ
る
，
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命
家
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最
も

*
飾
球
べ

^
點
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:
ブ
ラ
ン
キ
は
斯
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如
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ズ

_

ジ
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ヌ
ぶ
オ
の
策
動
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豫
知
知
し

^

事
前
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^
其
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策

^
講
ぜ

^

^
ず
本
身
の
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考
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く

'

ブ
ラ
ソ
キ
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。
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反
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す
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を
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^
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應
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瀾
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：款̂

泠

す

，
る

^

ル
ゝ
砭
巧

 

に
種
々
な 

杏
精
霞
的
形
態
を
敗
る
タ
敎
會
，宗

敎

籍

：聞
等
味
即
：ち
之
：で
あ
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：
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；
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.
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.
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滅
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营
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篷
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. 

- <.'
:
 

< 

• 
•
-
.
.
.

>

ぞ

ラ

シ

キ

は

無

神

論

者

で

あ

る

0.::被

妃

於

い.て
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、
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；
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總

ゆ

^

不

幸

の

.緯

:幸

の

巾̂

も

ヵ

く':
'0
夺

し
.
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又̂
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總
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梳
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る
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を
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究
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茶
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；
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- f
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。
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ら
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